
⼆⼗三号川の多⾃然川づくり
中規模河床形態を踏まえた瀬と淵の創出および砂礫底の保全による⿂類への配慮

留萌建設管理部⽻幌出張所

間野 喬博



位 置 天塩町

河 川 区 分 ⼀級河川

流 域 ⾯ 積 16.4km2

改修区間延⻑ 4.5km

計画河床勾配 1/230

計画⾼⽔流量 110m3/s

⽔ 源 天塩⼭地

下 流 端 雄信内川

本 川 天塩川

⼆⼗三号川の概要
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直轄河川

道管理河川

位置図

天塩川下流圏域



S45 H1
局部改良⼯事

L=2.7㎞

⼆⼗三号川の河川改修計画

未改修
L=3.0km

S34 S47
中⼩河川改修⼯事

L=11.0km
（雄信内川）
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H22.8豪⾬浸⽔被害
家屋 4⼾
農地 90ha



昭和39年（1964年）

昭和45年（1970年）

昭和55年（1980年）

直 線 化

直 線 化

起点位置
終点位置

起点位置

終点位置

起点位置

終点位置

⼆⼗三号川の変遷（平⾯形状）
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⼆⼗三号川の変遷（平⾯形状）
昭和39年（1964年）（改修前）

物理環境
蛇⾏河川
蛇⾏によって⽔衝部にM型の
淵が形成され、⽔裏部に浅場
があったと推定される

⽣物環境
蛇⾏により多様な流れ、多様
な⽔深があり、⿂類の⽣息環
境にも多様性があったと推定
される
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⼆⼗三号川の変遷（平⾯形状）
昭和55年（1980年）（改修後）

物理環境
直線的な河道
河道の直線化により平瀬化し
ているが、曲線区間(M)や河
岸侵⾷区間(MR)、袋型根固め
の下流(S)などには深場がある

⽣物環境
直線化により、多様な流れ・
⽔深は⽣じにくい
規模は⼩さいが
深場(M・MR・S)に
⿂類の⽣息・⽣育環境が残る

直線化
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⼆⼗三号川の変遷（縦断形状）
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河床低下が進⾏
現況河床⾼が
計画河床⾼を⼤きく下回っている

計画縦断図



⼆⼗三号川の変遷（縦断形状）
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河床低下の状況（1）

男能富橋下流は河床低下が著しく、
既設の袋型根固めが変状・⼀部破損
また、2m以上の落差が⽣じているため、
⿂類の遡上・降下が困難な状況（平⽔時）

連節ブロックが破損 袋型根固めが変状
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河床低下の状況（2）

河床低下により河床砂礫が喪失し、
有機物を多く含む粘性⼟が露出
→産卵に適した環境が喪失しており、さらなる河床
低下が進⾏するおそれ
→⿂類の⽣息・⽣育環境への影響が懸念される
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河川環境の概要
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kaneko-y
長方形



河川環境の概要

kaneko-y
長方形



サクラマス(ヤマメ)・ハナカジカの⽣態

産卵場所 礫底および礫の下
⽣息場所 砂礫底で瀬や淵がはっきりしている

瀬や淵の創出および砂礫底の保全に配慮

サクラマス（ヤマメ）

ハナカジカ
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イトウの⽣態

産卵場所 河床が砂利の⽀流

⽣息場所 勾配が緩く、蛇⾏しながら河⼝域に
沼などが発達するような河川

（稚⿂）流れの緩やかな浅い場所
（成⿂）⽔深の深い淵や倒⽊等の隠れ処のある

河川下流域や湖沼

イトウ
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⿂類⽣息環境の課題と対策

物理環境（要因）
直線化による淵や浅場の喪失
⽣物環境（影響）
⿂類の⽣息・⽣育環境への影響

課題①
かつての蛇⾏河道による
M型の淵・浅場の復元は困難
→直線的な河道でも川⾃⾝の
⼒により瀬や淵が形成される
川幅⽔深⽐を設定

対策①

物理環境（要因）
①河床低下による砂礫底の喪失
②河床低下による縦断的連続性

の喪失
⽣物環境（影響）
①⿂類の⽣息・⽣育環境への影響
②⿂類の遡上・降下への影響

課題②
①下流区間のような河床低下

による砂礫底の喪失を避け
るため床⽌⼯を整備

②整備する床⽌⼯には、
各種⿂類の遡上・降下に
配慮した⿂道等を設置

対策②
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中規模河床形態

N領域 砂州⾮発⽣領域 A領域 単列砂州領域
D領域 複列砂州領域 C領域 河床材が移動しない領域

※⿊⽊幹男・岸⼒「中規模河床形態の領域区分に関する理論的研究｣に加筆
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中規模河床形態の平⾯イメージ
N領域（砂州⾮発⽣） A領域（単列砂州）

D領域（複列砂州） C領域（河床材移動なし）
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現況の川幅（対策① 川幅⽔深⽐の設定）

砂州なし
(川幅3.0m）

砂州あり
(川幅5.0m）

現況をみると、
川幅3.0m程度の箇所には砂州がないが、
5.0m以上の箇所では砂州が形成されている

3.0m 5.0m
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中規模河床形態（対策① 川幅⽔深⽐の設定）

現況断⾯ 計画断⾯

川幅⽔深⽐を考慮した断⾯を設定し、
改修後も無次元掃流⼒を0.05以上とする
→改修後における瀬と淵の創出が期待できる

N領域 A領域 D領域

C領域

N領域 A領域 D領域

C領域

無
次
元
掃
流
⼒

無
次
元
掃
流
⼒

0.05 0.05



河床低下の状況（対策② 床⽌⼯の設置）

雄信内川との合流部は河床低下した形跡があるが、
樹⽊が成⻑し砂州が堆積している状況から
現在は安定していると考えられる

←雄信内川
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項 ⽬ 第1案 現況案 第2案 落差⼯案 第3案 帯⼯+覆礫案
概 要 対策を講じない現況案 落差⼯を2基整備する案 帯⼯を8基整備し、覆礫を⾏う案

略 図

河道の
安定性

固定点を整備しないため河床低下
のリスクが最も⾼い。

落差⼯間に限り部分的な河床低下
の可能性がある。

帯⼯が1基でも破損すると河床低
下が上流に進⾏する可能性がある。

構造物の
耐久性

既設袋型根固めは既に変状・変形
している。

落差⼯本体は鉄筋コンクリート構
造であるため、最も堅固である。

帯⼯本体は⽮板巻コンクリートお
よび⽮板構造であるため、第2案
より脆弱である。

⽔辺環境
⿂類の遡上・降下が困難。
河床砂礫の喪失により⽔⽣⽣物の
⽣息・⽣育環境への影響が懸念さ
れる。

⿂類の遡上・降下が期待できる。
河床砂礫の保全により、⽔⽣⽣物
の⽣息・⽣育環境が確保される。

類の遡上・降下が期待できる。
河床砂礫を復元により、⽔⽣⽣物
の⽣息・⽣育環境が確保される。

経済性
河床低下により対策が必要となっ
た場合にはトータルコストが最も
かかる可能性がある。

落差⼯ 2基 206,000千円
帯⼯ 8基 168,000千円
覆礫 8,200 84,000千円
合計 252,000千円

総合評価 △ ◎ ○

河床低下の状況（対策② 床⽌⼯の設置）
21



●横断形状の設定
改修前の断⾯における中規模河床形態は概ねN領域であっ
たが、改修後はA領域となるように川幅⽔深⽐を考慮して
断⾯を設定した

●河道の連続性の確保（河床低下対策）
現在、2.0m以上の落差が⽣じており、⿂類の遡上・降下
が困難であること、河床砂礫が喪失していることから、河
道の連続性の確保および上流側の河床砂礫の保全を⽬的と
して、⿂道を設置した落差⼯2基の整備を検討

まとめ
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今後の課題
●物理環境のモニタリング

・改修の進捗に合わせて、河床低下状況や砂州発
⽣状況をモニタリングしながら維持管理し、必要
に応じて対応を検討する
ex)落差⼯間で河床低下が⾒られた場合は、必要
に応じて簡易的な帯⼯等の設置も検討

●⽣物環境のモニタリング
・改修後も瀬や淵が創出され、多様な⿂類が⽣息
できているか確認するため環境調査を⾏い、⽣物
環境をモニタリングする
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